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北原ヒーリングファシリティ
New concept “Healing Facility”

「医療と IoT と自然の融合」癒しのための全てを詰め込んだ空間

　私たちは「医療は病院の中だけでなく、いつも人々の生活のす

ぐそばにあるべき」と考えています。病院も病気になった後、行

く場所ではなく、自然に人が集まる場所になるべきです。そこで

私たちは、現在、北原リハビリテーション病院が建っている八王

子市左入町に、病院に代わる癒しの場「ヒーリングファシリティ」

を創っています。ヨーロッパの古城のようなデザインのリハビリ

病院新棟、敷地内には牧場、農園、果樹園、市内外の企業や NPO

が集い新しいアイデアを生み出すためのインキュベーションセン

ター、健康に良く美味しい料理を提供するレストランがあります。

さらに病院に併設されるスパでは温泉、エステ、マッサージが受

けられ、ゆったりとくつろげるスペースも用意しています。それ

だけでなく、実は全てのものが、最新鋭の IoT システム により

管理されています。病院では課題が多いセキュリティに顔認証シ

ステムを採用し、運営や臨床にも IoT による業務の適正化を行っ

ています。美味しい料理を食べ、 温泉でくつろぎ、アクティビティ

を楽しむ。そして、そこにいる誰もがいつの間にか健康になって

いる。 「ヒーリングファシリティ」はそんな空間です。



医療途上国も日本も救う、日本初のアウトバウンド型医療輸出

　建物、医療機器の寄贈や短期的な医療ボランティアの介入

では、医療途上国の抱える問題を解決する事は出来ません。

　北原グループが進めているのは、現地に入り込み、教育シ

ステム、IT システム、建築、食の流通など医療に関わる全て

のものをその国に適切な形で再構築し、公平な医療提供シス

テムを持った「地産地消の医療」を作り出すアウトバウンド

型の医療輸出です。2016 年 10 月に開院したカンボジアの病院

「サンライズジャパンホスピタル」が行っているのは、まさに

アウトバウンド型の医療輸出であり、目指しているのは医療

の発展と人材教育で、医療を通じた社会開発です。

　医療の国際展開はそれだけでは終わりません。途上国など

で新しく開発した医療システムやサービスを将来、日本に逆

輸入し、日本の医療をよりよいものに革新することも計画し

ています。医療の輸出産業化は多くの可能性を秘めています。



どう生きて、どう死にたいか「あなたの人生を病院と Ai がプロデュース」

　急激に増加する高齢者。それに伴って 1人暮らしの高齢者

も急増します。急な病気や怪我は 1人暮らしの高齢者にとっ

て大きな心配事になります。「健康状態、病歴などの情報が分

からないため適切な治療が受けられない」、「1人でいる時に

意識がなくなってしまったら誰も助けてくれない」。そんな状

況から救ってくれるサービスはこれまでありませんでした。

　トータルライフサポートは、もしもの時に命を救う事が出

来る救急病院が主体となるサービスです。医療サービスだけ

ではなく、安心な食事の提供、自宅の管理、買い物などの家

事支援を含む生活の全てをサポートするサービスです。病院

のカルテ情報など利用する方の情報を管理し、Ai による分析

により人を介さずに生活・健康の管理を行い、適切な指導を

行います。また急な病気や怪我など、もしもの時の意思登録

を事前にしておくことで迅速な対応が可能となります。

　トータルライフサポートサービスは、どう生きて、どう死

にたいか、人生を病院と Ai がプロデュースしてくれるサービ

スです。

トータルライフサポートサービス
Total Life Support Sevice










